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13:00～17:00 （開場12:30～）
東京大学 伊藤国際学術研究センター（B2F）

伊藤謝恩ホール
＊事前申込が必要です（裏面参照）

お申し込み方法は裏面をご覧ください ▶

総合司会

特別講演

迫田 朋子（元 NHK エグゼクティブディレクター）

〈座長〉 蘆野 吉和（日本在宅ケアアライアンス）

「ヨタヘロ期の生きがい」
樋口 恵子（高齢社会をよくする女性の会）

「生きがいを支える在宅ケア ～多職種で考える～」
座長　武田 俊彦（日本在宅ケアアライアンス）

看護師：藤野 泰平（日本訪問看護財団）
歯科医師：萩谷 勅信（全国在宅療養支援歯科診療所連絡会）
薬剤師：小林 輝信（全国薬剤師・在宅療養支援連絡会）
管理栄養士：潮田 直子（日本在宅栄養管理学会）
介護支援専門員：須田 和也（日本介護支援専門員協会）
介護福祉士：石本 淳也（日本介護福祉士会）
医療ソーシャルワーカー：大石 春美（穂波の郷クリニック）

医師：佐々木 淳（全国在宅療養支援医協会）／
医師：草場 鉄周（日本プライマリ・ケア連合学会）

「在宅ケアを取り巻く4 つの重要課題」
座長　飯島 勝矢（日本老年医学会）

➀コロナ感染症における在宅ケアの役割
　石垣 泰則（日本在宅医療連合学会）
➁食支援の重要性とこれからの課題
　太田 秀樹（全国在宅療養支援医協会）
➂大都市圏における在宅ケアサービスの課題と展望
　平原 優美（日本訪問看護財団）
➃医療的ケア児に関する戦略
　奈倉 道明（埼玉医科大学）

令和３年度 JHHCA 成果報告

シンポジウム

〈指定発言〉
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7 17 日

公益社団法人 日本医師会／公益社団法人 日本歯科医師会／公益社団法人 日本薬剤師会
公益社団法人 日本看護協会／公益財団法人 在宅医療助成 勇美記念財団／厚生労働省

在宅ケアに関わる医療・介護・福祉に関連する19団体が

結集して設立された日本在宅ケアアライアンス。

法人設立３年目を迎え、日本の在宅医療・ケアの課題解決に向けた

最新の取り組みと研究成果を報告します。

主 催　 後 援
（予定）

日本在宅ケアアライアンス（JHHCA）成果報告の集い

参加費
2,000円

ハイブリッド開催
会場参加：先着50名
オンライン参加：1000名（資料代1,000円含む）



赤門

東京大学
伊藤国際学術
研究センター

東京大学
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春日通り

丸ノ内線
「本郷三丁目」

大江戸線
「本郷三丁目」

「東大赤門前」
茶51
東 43

●お申し込み（事前申込が必要です）／参加費 2,000円（資料代1,000円含む）

●プログラム

13:00～13:10
開会挨拶　新田 國夫（日本在宅ケアアライアンス）

祝　　辞　伊原 和人（厚生労働省医政局長）

13:10～13:20 JHHCA 構成団体紹介
13:20～13:30 JHHCA 紹介　組織化から法人化へ（映像）

13:30～13:40 JHHCA 令和３年度 事業報告
13:40～14:30 特別講演
14:30～14:45 休　　憩
14:45～15:25 令和３年度 JHHCA 成果報告
15:25～16:55 シンポジウム

16:55～17:00
閉会に代えて～日本在宅ケアアライアンスへの期待～
辻  哲夫

・お申し込みはPeatix サイトからとなります。下記URLもしくはQRからお申し込みください。

・メールまたはFAXにてお申し込みください。

お申込み▶ FAX 03-5213-4640 zaitaku@jhhca.com

ご所属 お名前

メールアドレス

TEL FAX

会場参加  申込締切 2022年 7月10日（日）
定員になり次第締め切らせていただきます。
会場にてご参加いただけない場合は、ぜひオンラインでご参加ください。

13:00～17:00 
（開場12:30～）

東京大学 伊藤謝恩ホール

7 17 日

TEL: 03-5213-4630  FAX: 03-5213-4640
zaitaku@jhhca.com 担当：矢澤・志藤

（一社）日本在宅ケアアライアンス事務局
お問い合わせ

・東京メトロ丸ノ内線
  「本郷三丁目」駅より徒歩8分
・都営地下鉄大江戸線
  「本郷三丁目」駅より徒歩6分
・東京メトロ千代田線
  「湯島」または「根津」駅より徒歩15分
・東京メトロ南北線
  「東大前」駅より徒歩15分

〈会場〉
東京大学伊藤国際学術研究センター（B2F）

伊藤謝恩ホール
東京都文京区本郷7丁目 3-1

Peatix でのお申し込みにはPeatix アカウント登録が必要になります。また参加費のお支払いはクレジット
カードやコンビニでの支払いとなります。詳細はPeatix サイトにてご確認ください。

申込専用URL▶ https://220717zaitakucaresummit.peatix.com/オンライン参加

会場参加

1000名

50名

定
員

先
着

90 歳を過ぎてもますますご活躍され、「ヨタヘロ期」という秀逸な言葉を創られた樋
口恵子さんに、ご自身が今体験していることを通して、「人生100年時代の生きがい」
を語っていただきます。当事者でなければわからない生活の諸相から垣間見られる問
題提起は、大介護時代にどう向き合うかを問われている専門職にとっても、示唆に富
んだ内容になることと思います。

日本在宅ケアアライアンスが、今取り組む４本の大きな課題とは➀コロナ感染症に
おける在宅ケアの役割➁食支援の重要性とこれからの課題➂大都市圏の在宅ケア
サービスの課題と展望、そして➃医療的ケア児に関する戦略です。コロナ禍という
非常時において、日本在宅ケアアライアンスの活動の足跡を踏まえて、それぞれの
ワーキンググループの到達点と、そこから見えてきた課題と展望を提示します。

人生100年時代を最期まで生きがいを持って生ききるためには、在宅ケアの充実が不可
欠なことは言うまでもありません。在宅ケアをそれぞれの立場から支える医師、看護師、
歯科医師、薬剤師、管理栄養士、介護支援専門員、介護福祉士、医療ソーシャルワーカー
などの職種が、高齢者の生きがいについてディスカッションします。

特別講演

「ヨタヘロ期の生きがい」

令和３年度 JHHCA 成果報告

「在宅ケアを取り巻く４つの課題｣

シンポジウム

「生きがいを支える在宅ケア ～多職種で考える～」

ハイブリッド開催＆会場参加 オンライン

ー在宅ケアが人を育て、地域を創るー

いのち・くらし・生きがいを支える
日本在宅ケア・サミット2022

※件名に【日本在宅ケア・サミット申込】とご記入ください

［13:40～14:30］

［14:45～15:25］

［15:25～16:55］


